
令和６年1１月中に
金属窃盗事件の被疑者９名

を検挙しました

検挙情報公開中！

茨城県警察本部 生活安全総務課

１ 金属盗の発生件数（暫定値）

２ 太陽光発電施設関係

● 茨城県は金属盗の発生件数が全国最多

● 発生件数は昨年同時期と比べ約1.3倍に増加

● 太陽光発電施設での被害が約7.1割を占める

● 発生件数は昨年同時期と比べ約1.6倍に増加

● 県南地区・県西地区で多発

● 小規模太陽光発電施設でも発生

(1) 発生件数（手集計）

● 被害の多くは、外周フェンスを切断して、施設内に侵入されています。

● 被害を防ぐためには、

・ フェンスセンサーやワイヤーセンサーの導入（異常時に通知を行うもの）

・ 機械警備の導入（ケーブル切断などの異常を感知し、通知を行うもの）

・ 警報装置の設置（音や光で犯人を威嚇し、周囲に異常を知らせるもの）

・ 引込柱や集電箱へのフェンスやカバーの設置（ケーブル切断対策）

・ 防犯カメラ（AI・警報機能付き）や夜間照明機器の設置

・ アルミケーブルの導入

・ 夜間監視体制の強化

などの対策が有効です。

主な被害品

・銅線・銅管 ・グレーチング ・敷鉄板 ・触媒

・真鍮製バルブ ・橋などの銘板 ・銅像 など

(2) 地域別の発生割合（手集計）

↓茨城県警察ＨＰ

いばらきポリス 🔍
ios端末(iPhone) アンドロイド端末

ダウンロードはこちらから

↓防犯アプリ「いばらきポリス」

金属盗警戒ポスター

「金属盗難に注意！」

茨城県内にある
事業用太陽光発電施設数は

39,000件以上！※

※再生可能エネルギー電気の利用の促進に
関する特別措置法 情報公表用ウェブサイ
ト統計データより（令和6年3月末時点）

※茨城県警察ホームページで公開しています。 地域の目で
泥棒を撃退！！

アルミケーブル使用者向けポスター

金属窃盗対策のポイント

※茨城県警察ホームページで公開しています。

図解

被害の特徴と対策
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金属盗 うち太陽光発電施設

県南

（石岡市など）

38%

県西

（筑西市など）

26%

県央

（水戸市など）

22%

鹿行

（鉾田市など）

13%

県北

（常陸大宮市など）

2%


